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1 留学の概要について 

私が留学したのは、英国の Dyson Design Engineering 部門にある Weston Baxter 氏の研究室であり、
東京工業大学修士課程 2 年生の林さんと共同で研究を行いました。研究テーマは「Psychological 

Ownership（心理的所有感）」であり、特にデータという無形資産における心理的所有感の形成とそ
の行動への影響を分析し、新たなデザインフレームワークの構築を目指しました。この研究は、従
来の物理的な所有とは異なるデータに対する所有感の認識を探求し、その知見を社会やデザインの
実践に活かすことを目的としています。 



 

研究は、まず既存のフレームワークと理論を学び、心理的所有感の基礎的な理解を深めることから
始まりました。その後、インタビューや調査を通じてデータに対する所有感がどのように形成され
るのか、そしてそれがどのように意思決定や行動に影響を与えるのかを定量的に評価しました。最
後に、これらの調査結果をもとにデジタル分野での心理的所有感の新しいフレームワークを提案す
る論文を執筆することを目標としました。 

 

 

2 留学中の勉学，研究等についての感想 

今回の留学中、私は毎日大学に通い、研究チームとのディスカッションを重ねながら学びを深めて
いきました。特に、心理的所有感（Psychological Ownership）というこれまでに馴染みのなかった
新しいデザインフレームワークを理解するために、多くの文献を読み漁り、様々なスタディを行い
ました。このフレームワークは、従来の物理的な所有感とは異なり、無形資産、特にデータに対す
る所有感をどのように人々が感じるかを探るもので、初めての試みであったため、慣れるまでには
時間がかかりました。しかし、研究チームや指導教官のサポートのもと、徐々にその理解を深める
ことができたのは貴重な経験でした。 



インタビューリスト 

研究初期の段階では、まずフレームワークを基礎から理解するために多くの文献に目を通し、既存
の理論と実際のケーススタディの比較を通じて、心理的所有感が人々の行動にどのような影響を与
えるのかを探求しました。特に、データ社会における所有感の変化についての研究は、そもそもが
触れない、存在しないということもあいまりこれまでの所有権の概念を超えた新しい視点を提供し
ており、学術的にも非常に興味深いものでした。研究室では定期的にチームミーティングが行わ
れ、自分の進捗や考えを発表し、フィードバックをもらう機会が豊富にありました。このようなプ
ロセスを通じて、自分自身の研究への理解が深まると同時に、他のメンバーとの意見交換を通じて
データ所有に対する新たな視点を得ることができたことは非常に有意義でした。 

 

また、インタビューの準備や倫理審査の申請など、学術研究における実務的なプロセスも学ぶこと
ができました。インタビューでは、26 名の参加者から 45 分ずつのインタビューを実施し、彼らが
データに対してどのように所有感を抱いているか、そしてその所有感がどのように行動に反映され



ているかを探りました。これらのデータをもとに、新たなデザインフレームワークを構築するため
の知見を得ることができましたが、その過程で得られた気づきや挑戦は、今後定性分析やインタビ
ューを用いたワークショップなどの開催に役立ちそうです。 

インタビューをもとに作成した心理的所有感がどのように変化するかタイムラインでまとめたもの 



上記の表をさらにわかりやすくしたジャーニーマップ 

研究室の環境は非常に良く、チームのメンバーも皆フレンドリーで、オープンな雰囲気の中で伸び
伸びと研究に取り組むことができました。指導教官である Weston Baxter 先生は、私たちの意見を
尊重しながらも適切なアドバイスを提供してくれ、学術的な理解を深めるためのサポートを惜しみ
なく行ってくれました。毎日のディスカッションを通じて、ただ理論を学ぶだけでなく、僕たちの
興味関連に合わせた説明（難⺠や建築、場づくり）もしてくれたことで今後自分がアカデミアで活
かせる知識が増えたような気がします。 

特に印象的だったのは、研究だけでなく、異なる背景を持つチームメンバーとの交流を通じて、新
しい価値観やアプローチに触れる機会が多かったことです。各メンバーが持つ専門知識（エンジニ
アリング、医療、グラフィックデザインなど）や視点は多様であり、その一つひとつが研究を進め
る上で大きな刺激となりました。これまで自身が持っていた建築デザインの視点を超えて、社会的
な問題や心理的な側面を含めた総合的なアプローチの重要性を実感することができました。 

 

3 留学中に自らの国際感覚や異文化適応力を磨くことのできた経験について 



今回の留学では、研究だけでなく、様々な人々との交流を通じて国際感覚や異文化適応力を大きく
磨くことができました。私は以前スイス連邦工科大学チューリッヒ校、ETH に留学していたのです
がその際に出会った友人たちと再会する機会があり、自分の現在の立ち位置や彼らが何をしている
のかを共有しました、インダストリーで働いている友人やドクターに進んでいる友人など様々なお
話をすることができました。特に、戦後の日本の在り方や現在の経済状況についてのディスカッシ
ョンは、これまで得た知識や経験をもとに、自分の意見をしっかり持ちながら話すことができたこ
とが自信につながりました。また、スイス時代よりも自分の考えに軸ができていることを実感し、
他国の視点を取り入れつつも自分の視点を持って議論できるようになったことが大きな成⻑だと感
じました。 

 

ロンドンで新しくできた友人たちとの日常的な交流も非常に刺激的でした。ボルダリングやサッカ
ー観戦など、趣味を通じて深まった交流は、異文化理解の良い機会となりました。多くの友人とサ
ッカー観戦をした際には、声の掛け方やややシニカルなサポーターのあり方など日本のスポーツ観
戦文化との違いを肌で感じることができ、イギリスのフットボール文化の根強さや、コミュニティ
としての一体感を体験しました。こうした経験は、異なる文化や価値観に対する理解を深め、自分
自身の視野を広げる大きなきっかけとなりました。 

また留学中は、日々の学びへの意欲も高まり、イギリスの政策や社会問題についても積極的に勉強
しました。例えば、イギリスの移⺠政策やブレグジット後の経済的影響についてイギリス人の友人



と話をし、現地のニュースや議論を通じて自分の意見を形成することができました。これまでの留
学経験では、自分が情報を受け取る側にとどまっていたことも多かったのですが、今回は議論の中
で自らの意見を発信し、相手の意見と比較しながら深く理解することができたと感じています。 

さらに、異文化の中での生活を通じて、文化的背景の異なる人々と意見を交わし、自分の考えを伝
えることの難しさと面白さを改めて感じました。特に、ディスカッションの中で、難⺠問題や戦争
への向き合い方など自分の国のことを相手に説明する場面が多く、日本の歴史や社会問題について
再考する良い機会となりました。 

 

4 今回の留学経験を将来にどのように活かし，社会に貢献していくか 

今回の留学で学んだことを将来に活かし、社会に貢献していくために、まずは総合コンサルティン
グ会社で都市計画やまちづくりに携わり、自治体のサポートを行うことを考えています。この経験
を通じて、地域社会が直面する課題に対して現場での実践的な解決策を提供し、住⺠の声を反映さ
せた持続可能なまちづくりを目指していきたいと考えています。人口が減っていく中衰退するしか
ない地方都市をポテンシャルとして考えてスマートシティやコンパクトシティなど自分にできる多
くを提案していきたいです。 

また、2〜3 年の実務経験を積んだ後、再度ロンドンに戻り、場づくりのデザイナーとしてのキャリ
アを深めるために復学したいと考えています。今回の留学中に得た多くのネットワークや現地のデ
ザイン思考を活かし、現場での実践と学術的な知見を融合させたアプローチを探求することが目標
です。留学中に現地のデザイナーや卒業生と話す機会を通じて、よりグローバルな視点からの街づ
くりや、地域に根ざしたデザインの在り方について学ぶことができました。最終的にはこうした国
際的な経験と視点を日本の地域づくりに取り入れたいと考えています。 

今回の研究と結びつけると、将来的には、都市や地域が持つ独自の課題に対して、住⺠全員がその
場所を「自分の場所」と感じられるようなデザインを提案していきたいです。これは、心理的所有
感の考え方を活かし、排除されがちな人々も含めた多様な視点を持つ空間づくりを目指すものであ
り、特に移⺠や難⺠などのマイノリティグループが社会に溶け込みやすい環境をデザインすること
に重きを置きたいと考えています。まちづくりにおいても、単に物理的な空間を作るだけではな
く、人々の感情やコミュニティとしての一体感を育むことが重要だと実感しています。 

5 その他 



Tazaki 財団様の支援のおかげで、留学中は様々なアクティビティを行うことができました。スコッ
トランドでは世界最大級のエンタメの祭典、fringe に参加して町中がシアターになっている様子を見
たり、スイスにいる時からずっと行ってみたかったオランダでは様々なアート建築に触れて自分の
創造性が刺激されました。 

 

左からスコットランド、オランダ、チェコ 

留学プログラムが終わってからは東欧（ハンガリー、ウィーン、チェコ）を訪れ、⻄欧とはまた一
風異なる街の景観や文化、食事を楽しみました。 

また、千と千尋の神隠しの舞台も見ることができ、言語・文化を超えた総合芸術により会場で大の
大人が号泣する様子は一生物の体験でした。 



 

千と千尋の神隠し 

 

この度はご支援をしていただき本当にありがとうございました。円安という苦しい中ではございま
したが Tazaki 財団様からの支援のおかげで勉学と、そして体験から多くを学ぶことができました。 

今後 Tazaki 財団様のコミュニティや集まりなどございましたら是非とも参加させていただきたいで
す。 

心からの感謝を申し上げます。 


